
羽黒山―月山―湯殿山  

山行日：2014.07.05～07.06   参加者：hi､no､ha､ni､su  天候：晴れ 

コース：新宿/21:50－鶴岡/5:10/6:00－羽黒センター/6:40－羽黒山山頂/7:45/8:05－月山八合目/9:20

－仏生小屋/10:55－月山山頂/12:20－牛首/13:50－避難小屋/15:05－湯殿神社バス停/16:05 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   夜行バスといえども車内の設備は進歩していた（国際興業バス） 

                   フットレスト、カーテン付、3 列シート、ドリンク付至れり尽くせり 

 

 

 

 

 

 

眼を覚ませば鶴岡到着 

寝ぼけ眼で移動して 

バスセンターへ 

ようやく現地に着いたことを 

実感する 

今日は絶好の登山日和 

なだらかな月山の稜線が見える 

羽黒神社近くでは 

地域の人による草刈作業を行なっていた 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           樹齢一千年、爺杉の奥に国宝五重ノ塔が見える 

                           一ノ坂、二ノ坂、そして三ノ坂が延々とつづく 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

                           素晴らしい 

                           龍の彫り物 

 

 

 

 

 

 

 

 

出羽三山神社、羽黒山山頂に到着 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   



 

 

 

 

 

 

 

山頂から月山行のバスに乗車する 

 

                                 くねくねと曲がりくねって徐々に 

                                 高度を上げて行く 

 

 

                                 １時間後に月山八合目、月山高原ロッジ 

                                 のある駐車場に着く。道路も路駐車で 

                                 混雑していた 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              月山本宮の門をくぐって山頂に向け出発 

 

 

富士山登山のように 

なだらかな尾根である 

 

 

 

池塘がでてきた 

 

 

 

 

 

 

  

 



 

 

 

 

                                        弥陀ケ原の池塘群 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

やがて雪渓も現れたがアイゼンは付けず 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     仏生小屋を通過する        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         月山山頂に近づきガスが濃くなってきた 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

月山三角点で集合写真 

カール状になっている 

谷間 

 

 

                             これから向かう姥ケ岳 1670m 方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              月山本宮からの頂上小屋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                 本当の山頂は月山神社の領域で 

                                 有料となっていたのでパス 

 

                 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

            姥ケ岳へ 

            向かって 

            急降下する 

             

            右稜線は 

            境界尾根  多くのハイカーもスキー場側から登ってきていた 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左の尾根は姥ケ岳経由の姥沢小屋、スキー場へ、殆どのハイカーはスキー場から雪渓経由の月山ピストン 

                                            中央奥に 

                                            湯殿山が見える 

                                            右の尾根は 

                                            朝日村、羽黒町 

                                            の境界尾根 

                                            雪渓の下りで 

                                            軽アイゼン装着 

                                            左下に月山ダム

湖 

                                                                                   

                                            最奥は朝日連峰 

                                            大朝日岳～ 

                                                    以東岳 

 

  

  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

雪渓から稜線上に戻る（牛首） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                    小高い丘が姥ケ岳 

                                    スキー場へは 

                                    雪渓をトラバースしており 

                                    最短ルートとなっている 

 

 

 

 

 

 

 

上の稜線は境界尾根 

 

右下の湯殿山神社ルートは 

姥ケ岳を右に巻いてゆく 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三叉路に建っている施薬避難小屋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 



 

 

 

 

 

 

 

                                                     

 

 

 

 

 

ここから梯子が連続しており、一気に高度を下げてゆく 

月光坂のはじまり 

沢の向こう側に湯殿山神社駐車場が見える 

 

沢床をしばらく歩いて降りてゆく 

 

この奥に熱湯の湧き出る茶褐色の巨大な大岩がご神体。御秡料５００円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

                                    江戸時代 

                                    西の〝伊勢参り〟に対して 

                                    東の〝奥参り〟と称して両方を 

                                    お参りすることが重要な人生儀礼 

                                    の一つとされ、全国からの参拝者 

                                    で賑わったという 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シャトルバスで一般駐車場に着くと 

大きな鳥居がある 

湯殿山
ゆ ど の さ ん

参籠所
さんろうじょ

、ここで宿泊した 

 

 

 

                            参籠所とは一定期間籠って神仏にお祈りする施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


